
誘導弾

地上装置（一例）

整備器材 等

中距離地対空誘導弾の取得

インプット
（資源）

アクティビティ
（活動） 初期アウトカム

アウトプット
（活動目標）

アウトカム（成果目標） インパクト
（社会的な影響）中期・長期アウトカム

令和４年度

予算額

「中距離地対空
誘導弾の取得」

１９４．３億円

中ＳＡＭ（改）
の取得

【政策目標】
我が国自身の防衛
体制の強化

【施策目標】
・従来の領域における
能力の強化

戦略上の要域に対し
全般的な対空火網を
構成

戦略上の要域内の政
経中枢及び重要施設
を掩護

中期・長期アウトカム

本事業は、陸上自衛隊の高射特科群等に装備し、方面隊の対空火力の骨幹として、方面隊の作戦地域に全般的対空火網を構成して部隊及び
施設を掩護するとともに、航空自衛隊と協同し、戦略上の要域に対し全般的な対空火網を構成し、同要域内の政経中枢及び重要施設を掩護する
中距離地対空誘導弾を取得するものであり、現在、０３式中距離地対空誘導弾（改善型）（以下、中ＳＡＭ（改）という。）を取得するもので
ある。

現状・課題
○ 中ＳＡＭ（改）は、防衛大綱・中期防衛力整備計画で計画的に整備が必要としている政策的に重要な装備品であり、平成
２９年度から取得に着手して、量産１回目は令和２年度に部隊に整備
○ 中ＳＡＭ（改）の取得における量産単価は増加していないものの、これを計画的、かつ、確実に整備する上で更なるコスト低
減を図るための取り組みは必要

発射装置

射撃用レーダ装置

中ＳＡＭ（改）
を取得をするために、
調達を実施する。

【調達内容】
○ 誘導弾
○ 地上装置
○ 整備器材 等

事業の内容 中ＳＡＭ（改）
の配備

○ 防衛大綱・中期
防衛力整備計画で
計画的に整備が必
要としている政策的
に重要な装備品で
あり、ファミリー化の
取り組み等の成果
によるコスト低減へ
の影響を踏まえつつ、
計画された中ＳＡＭ
（改）の取得ペース
に合わせ確実に取得
して、所要の部隊に
整備

【契約実績】
○ 令和３年度
５個高射部隊(累計)

○ 所要の部隊に整
備することにより、陸
上自衛隊の中距離
対空火力を質的に
向上（低空侵入の
巡航ミサイル対処能
力向上、高速化した
空対地ミサイル対処
能力向上等）させ
ることが可能


